
6月～8月にかけ、会員同士の稲の成長
を見て確認する、「田まわり会」が各地
で行われます。稲の丈や葉の色などを
計測して、成育状況や肥料をあげる時
期を見極めるなど、稲のことをみんな
で学ぶ大切な時です。

稲の成育をみんなで見て、学ぶ稲の成育をみんなで見て、学ぶ
７月１２日産直センターふくしまの悲願であった
共撰所が完成し、理事や生産者が出席し開所式
が行われました。高齢化により「物はあるが箱
詰めできない」「働き手がなくＪＡに出荷するだ
けで精一杯」という農家の負担を軽減でき、生
産者は収穫に集中できるようになります。今年
もおいしい桃をお届けします。

桃の共撰所開所式、新たな産直の挑戦へ桃の共撰所開所式、新たな産直の挑戦へ

遺伝子組み換え、ゲノム編集作物でないこ
とを証明する「OK シードマーク」を農産物
に張り付けています。

有機米の田んぼを案内いただきま
した。慣行栽培と有機栽培では一
目瞭然で稲姿が違います。少し前
まで菜種を収穫し、すぐに田植えを
します。小麦収穫した田んぼもあり
ますが、稲の葉色が薄く、小麦後
は地力の低下がわかります。

マリーゴールドを植え、害虫忌避に役立ちます。
畑の様々な工夫で害虫や病気を減らしています。

汎用乾燥機1台で米、麦、大豆
の乾燥に利用しています。

夏蕎麦も収穫後の乾燥中
でした。作業が重なるので、
この時期は忙しいそうです。

野菜ボックス・産直米に有機農産物を供給野菜ボックス・産直米に有機農産物を供給
有機農家・栃木県農民連 会長 國母克行さんを訪問有機農家・栃木県農民連 会長 國母克行さんを訪問
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取
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講
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知
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菜
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菜
各
種
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
食
料
が

ほ
ぼ
自
給
で
き
ま
す
。
農
産
物
は
直
売
を
中
心
に
、

大
豆
な
ど
は
味
噌
づ
く
り
の
グ
ル
ー
プ
に
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
ご
飯
を
あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た
孫
が
食
べ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
野
菜

は
食
べ
て
く
れ
な
い
が
、
こ
く
ぼ
農
園
の
野
菜
は
モ

リ
モ
リ
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
子
供
は
味
覚
が
鋭
い
で
す
。

  

野
菜
ボ
ッ
ク
ス
や
産
直
米
に

有
機
農
産
物
お
届
け

　
栃
木
産
直
セ
ン
タ
ー
と
新
婦
人
の
産
直
米
は
、
國

母
さ
ん
が
生
産
す
る
有
機
玄
米
の
供
給
が
２
０
１
９

年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
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迎
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菜
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。
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れ
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菜
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福島農民連産直農協で発電してい
る電気を「みんな電力」から購入や
応援することができます。再生可能
エネルギー100％の電気も選択で
きます。みんなの選択で地球を冷
やしましょう。

福島農民連の電気購入できます！
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